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京都府における超音波式踵骨骨量測定装置を用いた骨量と

食生活，生活習慣との関連についての横断研究
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　地域女性住民における骨量と生活要因との関係を明らかにするために，京都府下の30歳以上の女性453人

を対象に超音波式踵骨骨量測定装置を用いて骨量を測定し，妊娠・出産歴，月経状態，既往歴，骨関節症

状，生活習慣，食品摂取，現在および過去の牛乳摂取，運動習慣などの自記式調査を行った。

　1)　5歳年齢階級別骨量の平均値は加齢とともに低下し，骨量と年齢との相関係数は－0.65（p＜0.01）で

あった。特に45歳から55歳の10年間の骨量低下が著しかった。

　2)　対象者を閉経前群151人，閉経後65歳未満群244人，65歳以上群58人に分け，肥満度と骨量との関連を

みたところ，各群において肥満度が高い程，骨量が高く統計学的に有意であった。

　3)　骨量が年齢および肥満度と有意の関連があったので，骨量を年齢と肥満度で補正して，生活要因との

関連を共分散分析で検討した。

　4)　閉経前群においては，骨折経験者で，骨量が低い傾向にあった。統計学的に有意な生活習慣との関連

は認められなかった。閉経後65歳未満群では閉経後年数と負の，運動習慣および現在の牛乳摂取習慣と正の

統計学的に有意な関連が認められた。65歳以上群では関節痛あり群で，骨量が有意に低かった。

　5)　生活要因の相互の関連を考慮して，骨量との関連を明らかにするために，数量化Ⅰ類による分析を各

群において行ったところ，各群に共通して，年齢，肥満度についで，10歳代の牛乳摂取習慣との関連が強く

認められた。
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